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総  務  部 
 

総務課・秘書課・職員課・財政課・税務課・総合危機管理課 

 

 

総務部は主に法務、財務、職員管理等の行政組織の管理を担当しています。 

また、税に関する業務を行っています。 

本年度より市の防災計画等を統括する総合危機管理課が新設されました。 
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総務部 総務課 
 
事 業 名 庁舎維持管理経費 予算額 ７３，５００千円 

◆ 事 業 概 要 
日常的な市庁舎の維持管理業務を行います。 
・宿日直業務嘱託員の報酬 
・専門的な知識、技術を要する業務員の賃金 
・空調整備の燃料費や光熱水費、修繕料など 
 
事 業 名 市有財産管理経費 予算額 ４８，１２２千円 

◆ 事 業 概 要 
市有財産の維持管理を行います。 
・公用車の車検に伴う経費（整備料、代行料、自賠責保険料、重量税） 
・建物等の損害保険料 
・草刈り、登記業務の委託料 
 

総務部 秘書課 
 
事 業 名 秘書事務管理経費 予算額 ９，６１６千円 

◆ 事 業 概 要 
市長､助役業務に要する渉外事務等の経費、全国市長会､東海市長会､三重県市長会への負担金等を支

払います。 
 
事 業 名 市制施行記念式典経費 予算額 ２９４千円 

◆ 事 業 概 要 
市制施行記念日に市政功労賞､善行賞､永年勤続表彰を行います。 
平成 17年度は市制施行一周年であり､記念式典を行いましたが、今後は経費節減等のため式典は５周
年ごとに行います。 
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総務部 職員課 
 
事 業 名 人事管理一般経費 予算額 ６３，６６３千円 

◆ 事 業 概 要 
事務効率化のため臨時職員管理システム開発を委託します。 
退職手当の支給に必要な財源を確保し、将来にわたる財政の健全な運営に資するため、伊賀市職員退

職手当基金に積立てます。また同基金の運用利子も積立てます。その他需用費等の一般的な事務経費も

含みます。 
 
事 業 名 職員採用試験経費 予算額 ７７７千円 

◆ 事 業 概 要 
職員の採用についての競争試験に関し、必要な事項を定めることを目的とした採用試験委員会を開き

ます。また、試験問題及び合格の基準は委員会において定め、筆記試験については外部団体に委託しま

す。 
 
事 業 名 職員研修経費 予算額 １２，２２４千円 

◆ 事 業 概 要 
職員の意識改革と資質・能力の向上のため、階層別、目的別の研修を派遣又は講師招聘の方式で実施

します。 
 
事 業 名 人権・同和派遣研修経費 予算額 ４，６９０千円 

◆ 事 業 概 要 
行政職員として人権に対する正しい理解と認識を深め、部落問題をはじめとするあらゆる差別の撤廃

への取り組みをより進めるため、人権研修に派遣します。 
 
事 業 名 職員福利厚生経費 予算額 ２１，０７１千円 

◆ 事 業 概 要 
職員の健康管理、メンタルヘルス対策等職場の労働安全衛生に関する経費を支出します。 
 
事 業 名 産休病休代替等事務補助員雇用経費 予算額 ７４，１１５千円 
◆ 事 業 概 要 
正規職員の産前産後休暇、病気休暇等欠員が生じた場合、正規職員の代替として臨時職員を雇用する

ための経費です。 
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総務部 財政課 
 
事 業 名 基金積立金 予算額 ３５０，６９４千円 

◆ 事 業 概 要 
地方財政法第７条に基づき前年度剰余繰越金の１／２以上の額を財政調整基金に積立てます。 
また、財政調整基金及び減債基金の利子も積立てます。 

 
事 業 名 簡易水道事業特別会計繰出金 予算額 １８８，４７４千円 

◆ 事 業 概 要 
簡易水道事業特別会計が改良事業のために借りた市債に対する償還金等の一部を負担するために、一

般会計より繰出しを行います。 
 
事 業 名 病院事業会計繰出金 予算額 ３７６，７３６千円 

◆ 事 業 概 要 
病院事業の運営に関する経費、企業債の償還金及び人件費の一部を補助するために、一般会計より繰

出しを行います。 
 
事 業 名 水道事業会計出資金 予算額 ３２０，６５０千円 

◆ 事 業 概 要 
本年度、水道事業会計で行う国庫補助事業に対して、補助基本額の１／３を一般会計より出資します。 
 
事 業 名 市債元金償還金 予算額 ４，８０９，９４７千円 

◆ 事 業 概 要 
旧６市町村及び伊賀市が借り入れた市債元金を償還します。 
平成１７年度末の市債残高見込額は５５，９１５，９３０千円で、１８年度の起債予定額が 
８，２４１，７００千円であるため、平成１８年度末の市債残高は５９，３４７，６８３千円となり、

前年度比６．１％増となる予定です。 
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総務部 税務課 
 
事 業 名 賦課事務経費 予算額 ２９，４６７千円 

◆ 事 業 概 要 
市県民税･固定資産税･軽自動車税･法人市民税納税通知書の発送を行います。 
 
事 業 名 住民税賦課事務経費 予算額 １５，９７８千円 

◆ 事 業 概 要 
個人･法人市民税･軽自動車税の課税及び調定事務をおこないます。 
また、税の申告相談受付も行います。 

 
事 業 名 固定資産税賦課事務経費 予算額 ４９，９６２千円 

◆ 事 業 概 要 
土地・家屋・償却資産の評価や課税資料の調査、賦課及び調定事務を行ないます。 
また、伊賀市全域を対象とした現況地目を見直し、市民の方にわかりやすい評価方法にするため、宅

地評価整備業務を委託します。 
 
事 業 名 徴収事務経費 予算額 ５５，６７４千円 
◆ 事 業 概 要 
市税の収納、消込業務や督促、催告状の送付及び滞納整理、滞納処分を行なっています。高額かつ困

難な案件について三重地方税管理回収機構に徴収委託しています。 
また、事前の納付相談及び指導も行っています。 

 
事 業 名 納税貯蓄組合事務経費 予算額 １３，３３７千円 
◆ 事 業 概 要 
納税準備預金の月割計算や組合員の加入脱退の手続きを行っています。 
また、納税貯蓄組合に対する助成も行っています。 
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総務部 総合危機管理課 
 
事 業 名 防犯事業経費 予算額 ５，１１４千円 

◆ 事 業 概 要 
防犯協会と協力して地域安全活動の推進と定着を図り、啓発、広報活動を進めていきます。 
また、青山地区を除く伊賀地区防犯協会負担金と、青山地区分としての名張地区防犯協会負担金を支

払います。 
 
事 業 名 暴力追放伊賀市民会議経費 予算額 ８００千円 

◆ 事 業 概 要 
昨年設立した「暴力追放伊賀市民会議」に対して負担金を支払います。住民、企業、団体が一体とな

って暴力のない明るく住みよい伊賀市を築くため、啓発や広報活動を進めていきます。 
 
事 業 名 防災関係経費 予算額 ３２，８８８千円 

◆ 事 業 概 要 
・ デジタル同報系実施設計及び既設防災行政無線（移動系無線・地域防災無線・水防無線）の統合及

びデジタル化の整備計画を策定し、設置申請業務を実施します。 
・ 伊賀市地域防災計画に掲載されている旧上野市地内の指定避難所１０~１２箇所への避難誘導標識
を設置します。 

 

 


